徳島大学創立60周年記念行事

主催：徳島大学　総合科学部　スポーツ健康増進ラボラトリー

　　　　徳島大学　大学開放実践センター

　　　　徳島大学ジョガーズパラダイス（マラソン講座受講経験者で組織する団体）

徳島大学　健康増進講座

　　講演題目：　「賢く走るフルマラソン」（田中先生の著書のタイトルより）

講師：田中宏暁先生（福岡大学スポーツ科学部教授，運動生理学，医学博士）
日時：平成21年　４月　25日（土）　午後１時開始，　午後２時30分　終了予定

場所：徳島大学　工学部　創成学習スタジオ（徳島市南常三島町）

参加費：無料

駐車場：有り（無料）

問合先：小原　繁（徳島大学　総合科学部）

　　　　　電話　088-656-7213（小原）　または　656-7211（川野）

　　　　　e-mail：obara@ias.tokushima-u.ac.jp

田中宏暁先生のプロフィール

マラソン活動

 田中先生は福岡大学スポーツ科学部教授（運動生理学，医学博士（PhD）），年齢は61歳です．でもフルマラソンを今でも３時間15分前後で走ります．10年前はサブ３ランナーでした．今でも練習すればサブ３を出せると思います．何故，この年でサブ３かと言えば，田中先生の著書「賢く走るフルマラソン」（ランナーズ社，平成17年出版）をお読み下さい．また本講演会のタイトルでもあります．この本は田中先生が福岡大学で自ら研究を行い，また国内外の論文を読みあさり，そこからフルマラソンの理論を組み立てて，それを自ら実行してサブ３を出したところに偉大さがあります．ここまでやるのですから，ある意味では変人かもしれませんが，実際に話をするとおもしろく，気さくな人ということがわかります．月刊雑誌「ランナーズ」の購読者は，しばしば田中先生の名前を見かけていると思います．

学問分野での活動

　最大酸素摂取量の50％強度という軽運動で有酸素的作業能力が改善され，また高血圧症も改善されるという研究結果を，進藤宗洋教授（運動生理学）や荒川規矩男教授（内科学）の研究室との共同研究で，世界で最初に報告しました（1970-80年代）．この50％強度の呼び方をNHKの番組作製（1974年）をきっかけに「にこにこペース」という言葉を田中先生が発案しました．いまではこの「にこにこペース」という言葉は，日本国中でかなり普及してきました．今で言うキャッチコピーです．

　研究論文は運動・スポーツとの関わりの上で，呼吸循環系機能，代謝機能，免疫機能，自律神経系機能，そして対象者を小学生から高齢者に渡って調べ，これらの結果を国内外の一流の学術雑誌に発表しています．国際学会では外国人研究者とあっという間に友達になるという特技も持ち合わせています．これらの研究活動を通じて優秀な学生を育て上げ，今では多くの教え子が全国各地の大学で教員になっています．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　小原　繁

